
北海道小樽潮陵高等学校 （「令和６年度どさんこ子ども地区会議inしりべし」ホスト校）
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後志地域いじめ問題等対策連絡協議会事務局（後志教育局）

令和７年２月７日（金）、管内における生徒指導上の諸問題への対策
の推進を図ることを目的に、後志総合振興局保健環境部、警察、PTA連合
会、法務局担当者等、構成員が一堂に会し、第２回後志地域いじめ問題
等対策連絡協議会を開催しました。本協議会では、今年度の取組の重点
に基づき、真狩中学校、小樽潮陵高校生徒会による実践発表や、関係機
関の取組の成果と課題について協議し、意見交流を行いました。

大人と子どもが意見交換しながらよりよい環境の確立に向けた取組を推進していくことが大切

真狩村立真狩中学校（文部科学省主催「令和６年度全国いじめ問題子供サミット」参加校）
発表者：松原杏奈さん、柳澤慶伍さん、岡本一澄さん

・私たちは、いじめを生まない環境をつくるために絆づくりが大切だと考え
ました。全校生徒から募集して選ばれた絆づくりメッセージ「北海道 心
の器も でっかいどう」を合言葉に、コミュニケーションを大切にして学
校生活を送っています。

・「リスペクトツリー」という掲示物を作成し、生徒が互いに感謝の気持ち
を伝え合う活動に取り組んでいます。

・真狩村では、村内の小、中、高校でいじめ対策について話し合う「第１回
真狩いじめゼロ子どもサミット」を行い、「真狩いじめゼロ宣言」をまと
めました。

・令和６年度「どさんこ子ども地区会議inしりべし」では、管内の全ての児
童生徒が「いじめはよくない」という認識をもっているという印象もって
いることが確認できました。

・海外のいじめ防止の取組について調べました。「ポジティブ行動支援」や
「親切や思いやりに関するポスター掲示」など、よりよい人間関係を構築
し、安心して学べる環境を作ることについて考える参考になりました。

・次年度は、いじめを未然に防止するための啓蒙活動のため、学校祭でいじ
め防止に関する掲示物を作成しようと考えています。

重点 子どもが安心して学ぶことができる環境の確立
○ 「いじめをなくす取組」から「いじめを生まない環境をつくる取組」の推進
○ 非行防止教室や命の大切さを学ぶ教室、ボランティア活動等を実施
● ICTや各種調査を活用し、不登校やいじめの予兆をきめ細かに把握することが必要
● 学校が行っている様々な取組について、積極的に情報発信することが必要

令和７年度（2025年度）第１回後志地域いじめ問題等対策連絡協議会は、このまとめを基に、
いじめの防止や不登校の解消に係る取組の充実について取組を進めていきます。

今年度の重点 子どもが安心して学ぶことができる環境の確立

参加者からの感想
・生徒たちが主体的に組織で取り組んでいることが大変頼もしく、この取組が後志全体での取組にな
るとよいと感じた。（北海道特別支援学校長会後志支部長 大塚 雅彦 様）

・中学生や高校生の取組と、協議された内容を関係機関がしっかりと受け止め、連携し、今後の取組
に生かしていきたい。（北海道小樽桜陽高等学校長 山内 章裕 様）


